
常夏の島、ニュージーランド。夏のイメージは日本とは違う。湿気がなく、そう高温でもなく、肌寒
くさえもあり、しかしやはり温ったかい。子供達は裸足で家の中外走り回ったりもする。我々は幸
福になる為に人として生まれてきているのだといった人生観を感じる。子供たちはお泊りしあ
い、大人は親しく訪問しあい、ホームパーティを開き、食べ音楽を楽しみ、生活は友好の喜びが
中心である。礼儀正しく、親切で、優しい。一言で言うと、ニュージーランドはこの世の楽園のよ
うだ。尤も11月、私のホームステイしたオークランドの家の話しであり、ニュージーランド全島では
どうであろうか。ユニークという英語の学校に二ヶ月通う。中国、韓国、日本、サウジアラビア、ブ
ラジル、コロンビア、タイなど様々な国の若者達にお会いできた。特に先輩の私に若者たちは皆
が皆、全員優しく、又手を貸してくれた。土・日の学校の休みは、さそわれて一緒に小旅行をし
た。クラスは面接で英語力で組み分けされ、午前・午後で先生も変わり、老若男女様々な先生が
出現する。英人が多く、皆フレンドリーで授業は笑いがたえない。又、高校、更に大学留学を目指
し、まだ中学生や高校生が親元を離れ一人ホームステイ。明るく希望にあふれた彼等の大きな笑
い声がクラスにしょっ中響いていた。好きな期間授業を受け、出る時は「卒業スピーチ」をする。
何人もの先生や仲間の生徒たちが花ざかりになって聞いてくれる。来て、何をして、これからどう
したいのか熱心にしゃべり、皆の拍手で去って行く。私もスピーチで、英語を磨いて、来る東京
オリンピックは、外国旅行者に通訳のボランティアをして、この学校での皆々様のカインドリー、
フレンドリーにお返ししたいと言って、特にニック先生は、日本に６年もいらっしゃったとか。「も
う一度お越し下さいませ」と言って、思わず先生に感激され、抱擁して頂いた。楽しい夢のような
二ヶ月間の英語留学でした。


